　題材構造図「Ｂ　衣食住の生活（食）」









































題材　「見つめよう！毎日の食事」（全７時間）








貫く課題





健康的な食生活を送るためにはどうしたらよいだろうか。





主体的に学習に取り組む態度








知識・技能





思考・判断・表現





健康によい食習慣について，課題解決に主体的に取り組もうとしている。





食事の役割


生活の中で食事の果たす役割について理解している。


【健康・快適・安全】【生活文化の継承・創造】(1)ア(ア)，A(1)ア








②　栄養素の種類と働き


栄養素の種類と働きについて理解している。


【健康・快適・安全】(2)ア(ア)

















③　中学生に必要な栄養


中学生に必要な栄養の特徴が分かり，健康によい食習慣について理解している。【健康・快適・安全】(1)ア(イ)














④　食品に含まれる栄養素


栄養素の種類と働きが分かり，食品の栄養的な特徴について理解している。【健康・快適・安全】(2)ア(ア)














⑥⑦　バランスの良い食事


中学生の１日分の献立について問題を見いだし課題を設定し，献立を考え工夫し，課題を解決する力を身に付けている。【健康・快適・安全】


(2)ア(イ)イ，C(1)ア(2)ア














中学生の１日分の献立について，課題解決に主体的に取り組もうとしている。





⑤　何をどれぐらい食べればよいか


中学生の１日に必要な食品の種類と概量について理解している。【健康・快適・安全】(2)ア(イ)





題材　「やっぱり野菜っていいね！」（全７時間）








足りない栄養素を効率よく摂るためにどのように食材を選択し，調理したらよいだろうか。





健康によい食習慣について，課題解決に主体的に取り組もうとしている。





生鮮食品と加工食品


用途に応じた食品の選択について理解しているとともに適切にできる。【健康・快適・安全】(3)ア(ア)(4)ア














②　食品の保存と食中毒防止


食品の安全と衛生に留意した管理について理解しているとともに適切にできる。【健康・快適・安全】(3)ア(イ)




















③　日常食の調理Ⅰ


野菜を切るときの包丁の使い方を知り，調理することが適切にできる。【健康・快適・安全】(3)ア(ウ)イ

















④　日常食の調理Ⅱ（青菜の卵とじ）


緑黄色野菜は加熱し過ぎによって色が悪くなることなど，野菜の調理上の性質を踏まえて，調理することが適切にできる。【健康・快適・安全】(3)ア(ウ)

















⑤　食品の選択 


調理実習で使う生鮮食品や加工食品の表示を調べ，食品の選択を工夫し，課題を解決する力を身に付けている。


【健康・快適・安全】


【持続可能な社会の構築】(3)ア(ア)(ウ)イ











自分や家族の食生活の課題に関心をもち，主体的に取り組み，より良い食品を選べるよう工夫し実践しようとしている。





⑥　とん汁の調理計画


身近に手に入る食材や旬の食材をから，自分の食生活の課題を解決するための食材と使用する量を工夫し，課題を解決する力を身に付けている。


【健康・快適・安全】【生活文化の継承】


【持続可能な社会の構築】(3)ア(エ)イ











⑦　とん汁の調理


野菜の調理上の性質や切り方を生かして，地域で採れた野菜を使って効率よく調理することが適切にできる。


【健康・快適・安全】【生活文化の継承】(3)ア(ウ)














　健康的な食生活を送るためには，成長期に必要な肉・魚の栄養をどのように摂っていくとよいのだろうか。





題材　「たんぱく質でぐんぐん成長！」（全５時間）








健康によい食習慣について，課題解決に主体的に取り組もうとしている。





①成長期に必要な栄養素


中学生の時期に必要なたんぱく質の栄養的な性質について理解している。【健康・快適・安全】(2)ア(ア)(イ)














②　肉の性質・調理計画


肉の調理上の性質を理解し，使用する食材やその量，加熱方法などを考え調理計画を工夫し，課題を解決する力を身に付けている。【健康・快適・安全】


【持続可能な社会の構築】(3)ア(ウ)イ




















③　肉の調理（豚肉の生姜焼き）


たんぱく質の凝固の性質を生かし，うまみを閉じ込めたやわらかい豚肉の生姜焼きの調理の仕方を理解しているとともに適切にできる。


【健康・快適・安全】(3)ア(ウ)














自分や家族の食生活の課題に関心をもち，安全や衛生面に気をつけながら主体的に取り組み実践しようとしている。





④　魚の性質・調理計画


魚の調理上の性質を理解し，使用する食材やその量，加熱方法などを考えた調理計画を工夫し，課題を解決する力を身に付けている。【健康・快適・安全】【生活文化の継承】【持続可能な社会の構築】(3)ア(ウ)イ

















⑤　魚の調理（さばのみそ煮）


たんぱく質の凝固の性質を生かし，臭みや煮崩れがないさばのみそ煮を調理の仕方を理解しているとともに適切にできる。【健康・快適・安全】(3)ア(ウ)

















題材　「和食のよさを味わおう」（全４時間）








和食はなぜ昔から食べ継がれてきのだろうか。





①　地域の食文化と地域の食材


日本の伝統的な行事食，郷土料理，地域の特産物を理解している。【健康・快適・安全】


【生活文化の継承】(3)ア(ア)(イ)(ウ)(エ)イ，C(2)アイ








自分の住んでいる地域の食習慣について，課題解決に主体的に取り組もうとしている。





②　和食の調理計画


地域で採れる食材や季節の食材を取り入れ，野菜の調理上の性質を生かして，大根の煮物・きんぴらの調理計画を立てることで，課題を解決する力を身に付けている。【健康・快適・安全】


【生活文化の継承】【持続可能な社会の構築】


(3)ア(ア)(イ)(ウ)(エ)イ，C(2)アイ

















④　よりよい食生活をめざして


これからの食生活の課題を解決する力を身に付けている。【健康・快適・安全】【生活文化の継承】


(3)ア(ア)(イ)(ウ)(エ)イ，C(2)アイ

















自分や家族の食生活の課題に関心をもち，意欲的に学習に取り組むことができる。





③　和食の調理（大根煮と大根のきんぴら）


地元の大根を使って，野菜の調理上の性質を理解して，大根の煮物・きんぴらを調理することが適切にできる。【健康・快適・安全】


(3)ア(ア) (イ)(ウ)(エ)イ，C(2)アイ

















＜学習後の生徒の意識＞


・健康な食生活を送るには，中学生にとって1日に必要な摂取量を考えバランスよく食べることが大切だと理解することができた。肉や魚，野菜などの栄養的な特徴や調理上の性質を踏まえ，衛生や安全に気をつけた調理を行い，地域食材を使った料理も適切にできるようになった。


・1食分の調理における食品の選択や，野菜や肉，魚の調理上の性質や選び方について分かった。いろいろな料理を材料を工夫して調理し，食べるようにしたい。


・よりよい食生活を送るために，自分の食生活をみつめ直すことで自らの課題を見つけ，改善できるように家庭でも実践していきたい。








